
講　演

　　　　　　　　　Risk－based－Va1uation　of

Insurance　Liabi1ities　and－Contingent　C1aims1

（保険債務と条件付請求権のリスクベース評価）

ジョージア州立大学准教授 Shaun　Wang氏2

J　A　R　l　P第三回年次大会 2005年10月1日　日本大学文理学部百周年記念館（下高井戸）

抵鰯一尓株]11銚璽鑓童暁，畿1馳繊鞠1銚

盟盈鱈紅臨調鎌彊v騒盟鰯磁繊磁

x麗麗灘臓灘鑓爆董鑑繍激鮎懸鑑駿磁

　　む灘働雛磁激羅董鰯

8〃”〃”肌”＆Ph．D．，FCAS，ASA

　　　磯。唾聾黒滅寝種磁鵜鰯i敏

Oc亡。b町1．2005

　今日は価値評価についての話をします。価値評価というものは（領域内では絶対的な）王のような存在で

すが、様々な価値評価（領域）があり、実際には多くの王が存在します。リスクは価値の変化として現れま

す。私は、価値評価について語るとき、いきなり数学の話にジャンプしようとは思いません。価値評価の根

底にあるものは経済学でなければならないと考えるからです。

　一つの例を出しましょう。皆さんご存知のハリケーン・カトリーナの後、石油やガソリンの価格はたった

一日で2ドル強から3ドルにジャンプしました。タンクにガソリンや石油を入れようと給油所に並ぶ人や車

の行列を経験することになったのです。こういったときには、皆さんもおわかりでしょうが、需給が登場し

ます。しかしここで我々は実態のあるモノ、石油やガソリンについて語ろうとしているわけで、我々はその

供給についてもその需要についてもわかっています。

　ここで金融契約に話を転じますと、資本市場が登場しますdこのとき、需給は計測しにくいものになるの

1本稿は英語で行われた講演記録を翻訳したものです。翻訳は編集委員会の松山が担当しましたが、ありう

べき誤りは翻訳者に属します。
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